
2025.10 広報ごうど 22

観光ボランティアガイドの会からのお知らせ
�郷土を知ろう！
「神戸町の石仏･神･祠･双体像」

　私たちのまちにも数多く佇んでいる石仏や石神。
普段は何気なく通り過ぎていても、よくよく調べて
みると、そこには広く、深く、そしてあたたかい、
当時の人々の祈りや想いがありました。園遊会の舞
台である、善学院収蔵の石碑についても紹介します。

予告 11月13日（木） 秋の善学院園遊会
　神戸町や揖斐川町に
昔から伝わる【夜叉姫
伝説】を、この伝説と
深い関わりのある神護
寺善学院にて、篠笛の
音色と共に一人語りで
お届けいたします。
～内　容～
 ⃝一人語り　語り部 火風水（鈴木 明美氏）
 ⃝伴　　奏　竹中 ひで子氏（岐阜金華篠笛の会）
 ⃝篠笛演奏　岐阜金華篠笛の会
参加費　500円
受　付　9時30分　　終　了　11時30分

パネル
展示

解説書つき神戸クイズ� 神戸力検定委員会

神戸町の代表的名勝「神戸八景」
問１�　「神戸八景」は、江戸時代末期の神戸の文人たちが、
近江八景をモデルにして神戸の景観のよい場所を選定
したもので、山

さん

王
のう

の秋
しゅう

月
げつ

、愛
あ た ご

宕の夜
や

雨
う

、高
たか

塚
つか

の暮
ぼ

雪
せつ

、
水
すい

兼
かね

の夕
せき

照
しょう

、白
はく

山
さん

の晴
せい

嵐
らん

、高
たか

田
だ

の落
らく

雁
がん

があります。残
り２つはどれでしょうか。

　　①　八
はち

條
じょう

の晩
ばん

鐘
しょう

	 ②　五
ご

條
じょう

の晩
ばん

鐘
しょう

　　③　矢
や

橋
ばせ

の帰
き

帆
はん

	 ④　河
かわ ら

原の帰
き

帆
はん

問２�　「神戸音頭」は、その当時の有名な作曲家によってつ
くられました。次のうち、その作曲者はだれでしょうか。

　　①　中
なか

山
やま

晋
しん

平
ぺい

	 ②　古
こ

関
せき

裕
ゆう

而
じ

　　③　江
え

口
ぐち

夜
よ

詩
し

	 ④　長
なが

津
つ

義
よし

司
じ

答はP25下部にあります。

　　　

問い合わせ 神戸町観光ボランティアガイドの会　会長　寺田弘子　☎ 090ｰ2687ｰ0865
まちづくり戦略課　☎ 27ｰ0172

9：00～17：00（火曜定休）
☎51ｰ4704

■10月の展示
　写団「望」

※10月のひよしカフェ、健康講座は中止になりました。

▲ �男女が並んで彫
られている双体
像（宮町）

善学院収蔵の石碑断片
「開基安八太夫安次」

▲




